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修正履歴 
バージョン 内容 

1.01 修正 インストール時のライセンス内容を修正しました。 
 追加 SUNのライセンスアグリーメントを追加しました 
 追加 iαppliTool で Javaコンパイラを選択するためのメニュー追加しました。 
 修正 スキン(device3)のサブディスプレイのサイズが実機と違っていたため、修正

しました。 
 修正 J3D2用 dllのバグを修正しました。 
 修正 setWakeupTimer(int)で 1,000,000msec 以上に対応できないバグを修正し

ました。 
 修正 AudioPresenter クラスの play(int)での指定した秒数と実際に再生が開始す

る位置がずれるバグを修正しました。 
 修正 VisualPresenterクラスでの Eアニメータ再生（オプション機能）の描画サ

イズが実機とずれるバグを修正しました。 
 修正 iαpplitool のバージョン番号を 1.01 に、Copyright の年を 2002 に変更し

ました。 
1.02 修正 サブディスプレイにディスプレイサイズ以上の画像を貼り付けたときのバ

グを修正しました。 
 修正 Forte(TM)モジュールインストール時の不具合を修正しました。 

1.03 追加 504iSに対応しました。 
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1.はじめに 

このリリースノートでは、DoJa2.0エミュレータfor504i 1.03版の概要と制限事項について説明します。 

1.1 機能 

本エミュレータは、DoJa2.0 Javaアプリケーション実行環境をWindows98/2000上でエミュレートする機能と、
その上で動作するiアプリの開発環境としての機能を持つソフトウェアです。 

1.2 制限事項 

「iαppli Development Kit」の赤外線によるOBEX通信は、Windows98ではirxfer.exeを、Windows2000では
irmon.dllを利用しています。このため、「iαppli Development Kit」と移動機間での赤外線によるOBEX通信
はできません。なお、「iαppli Development Kit」同士の赤外線によるOBEX通信は可能です。 

 
 
2.実行方法 

dojaコマンドは、大きく分けて２とおりの起動方法があります。一つはiappliツールと呼ばれる開発ツールか
ら起動する方法で、もう一つは、iアプリを単体で起動する方法です。 

2.1 iappli ツール 

コマンド行引数なしでdoja.exeを実行すると、iαppliToolと呼ばれる開発ツールが起動します。 

2.2 単体起動 

コマンドラインから、 

doja -i ADFファイル 

を実行すると、ADFファイルを読み込み、ADFファイルと同じディレクトリにJARファイルがダウンロードされ
たとして、iアプリケーションが実行されます。 

例： 

doja -i tetris.jam 

また、このバージョンでは、通常のkvm.exeと同じようにクラス名を指定してmainメソッドから実行を開始す
ることもできます。 

doja -classpath クラスパス クラス名 

または 
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doja クラス名 

例： 

doja -classpath test TestCanvas 

doja.exeでは次のようなオプションを指定できます。 

・  -sスキン名 

・  -mx ヒープサイズ 

・  -version 

・  -help 

doja_g.exeでは、さらに次のデバッグ用オプションも指定できます。 

･ -traceallocation 

･ -tracegc 

･ -tracegcverbose 

･ -traceclassloading 

･ -traceclassloadingverbose 

･ -traceverifier 

･ -tracestackmaps 

･ -tracebytecodes 

･ -tracemethods 

･ -tracemethodsverbose 

･ -tracestackchunks 

･ -traceframes 

･ -traceexceptions 

･ -traceevents 

･ -tracemonitors 

･ -tracethreading 

･ -tracenetworking 

･ -traceall 


